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第１６０回 （平成２２年度第９回）理事会議事録 

 
財団法人 神奈川県スキー連盟 

 
 
１．日     時： 平成２３年３月９日（水）１９：００～２０：５５ 
２．場     所： 神奈川県社会福祉会館４階第１研修室（横浜市神奈川区沢渡４－２） 
３．出 席 理 事： （副 会 長）山田  力、片  忠夫 
           （専務理事）上田 英之 
           （常務理事）清水  忠、木村 徳善、徳本  進、吉岡 去私 
           （理  事）金子 理人、国島みどり、青木 文明、本田 衛義、高柴 一彦、 
                 小池  光、佐々木生道、森本 珠水、黒川 正孝、伊藤 敏光、 
                 大澤 康之、和田 幸一、吉野 大成 
     欠席理事： （会  長）河野 太郎 
           （副 会 長）佐藤 嘉彦 
           （理  事）岡田 良平、中村 浩人 
４．出 席 監 事： 内海 雄三、井上 敏郎 
５．議 長 選 出： 上田 英之専務理事を指名 
６．議事録署名人選出：小池  光理事、吉野 大成理事を選出 
７．書     記： 守谷 紀幸広報委員を指名 
８．議     事 
 
  議事に先立って山田副会長から次のとおり開会の挨拶があった。 
  現在スキーシーズン真っ盛りであり、様々な行事がこれからも予定されています。皆さんも力を合わ

せてこれらの行事を開催できるよう、協力をお願いします。 
 
 １）教育本部 
 （１）報告事項 
    木村教育本部長から次の事項について別添資料のとり報告があり、了承された。 
   【ＳＡＫ関係】 
   ①五竜行事２月１１日（金）～１２日（土）白馬五竜スキー場、参加者１０５名 
   ②戸隠行事２月１１日（金）～１２日（土）戸隠スキー場、参加者３６名 
   ③ＳＢ強化行事２月１９日（土）～２０日（日）ホワイトワールド尾瀬岩鞍、参加者７名 
   ④車山Ⅲ行事２月２６日（土）～２７日（日）車山高原スキー場、参加者９５名 
    ＳＢ準指導員・認定ＳＢ指導員検定会、受検者７名、合格５名 
   ⑤車山Ⅳ行事３月５日（土）～６日（日）車山高原スキー場、 
    受検者：準指導員８０名、認定指導員３０名、ＢＣ級検定員４０名、合計１５０名 
    合格者：準指導員３５名、認定指導員２７名（プラス１名）、ＢＣ級検定員３５名 
   【ＳＡＪ南関東ブロック関係】 
   ⑥正指導員検定会・Ａ級公認検定員検定会２月１８日（金）～２０日（日）第３会場（新赤倉） 
                                     第５会場（大山） 
    公認スキーパトロール研修会及び検定会３月５日（金）～７日（日）平湯温泉スキー場 
                               検定会：朴の木平スキー場 
   【今後の行事予定】 
    ＳＡＫ関係 
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     ３／１９～２０ 五竜行事（環富士山技術選手権） 
     ３／２６～２７ 車山Ⅴ行事 
     ３／２６～２７ 岩鞍行事 
    ＳＡＪ南関東ブロック関係 
     ３／８～１２ 全日本スキー技術選手権大会（八方尾根） 
     ３／２６～２７ 南関東シニアスキー技術選手権大会（菅平） 

３／１６～２０ 全日本スノーボード技術選手権大会（ルスツリゾート） 
     ４／１～３、４／７～９ 公認パトロール研修会（ルスツリゾート） 
     ４／２～９ 国際スキーパトロール連盟総会（ルスツリゾート） 
 
 （２）審議事項 
   ①環富士山スキー技術選手権大会について 
    木村本部長より、派遣役員について、スキーは佐藤副会長、木村本部長、佐々木理事、ＳＢは久

保田専門委員を暫定候補として提案するが、参加人員の減少により削減の余地があるとの提案があ

り、暫定的な候補として承認された。 
   ②全日本パトロール技術競技大会派遣選手について 
    木村本部長より、１チーム出場予定。参加者は別添第２５回スキーパトロール技術競技大会選手

団名簿（案）のとおり提案がなされ、承認された。 
   ③南関東シニアスキー技術選手権大会役員派遣について 
    木村本部長より、柳橋ＳＡＪブロック技術員を審判員として派遣したいとの提案がなされ、承認

された。 
 
 ２）競技本部 
 （１）報告事項 
    吉岡競技本部長より、次の事項について報告があり、了承された。 
   ①第６６回鹿角国体神奈川県選手結果 
    別添資料裏面のとおり。天皇杯 １８位、皇后杯 １７位 
   ②第６２回神奈川県市町村対抗スキー競技会 
    ３月４日～６日 白馬五竜スキー場 派遣役員１０名 参加者２２６名 
    上田専務理事：参加団体は１２市１町、不参加は小田原市、大和市、座間市、綾瀬市、葉山町。

エントリー数１００名減。行政の支援による、県総合体育大会が中止になったことは残念

であり、復活について署名運動を行うという意見もあり、今後働きかけも検討したい。事

前に行政関係者へ案内状を送ってはとの提案があったが、果たせなかったので、事後報告

をきちんとした形で行いたいと考えている。 
        参加資格について在住要件を在協会へ緩和したらという意見もあった。事実上の協会対

抗となっているので、要検討事項としたい。１１月の拡大代表者会議でも、現地の代表者

会議でも、そのような意見があった。 
    山田副会長：県連として今回の形を良しとしたのだから、次回に形を変えるのはよろしくない。

２・３年やってみて、様子を見て変えていくことが望ましい。関係機関にも協力要請が必

要。年齢枠ももっと上の枠の設定など意見を聞いて工夫していくことが必要。 
        河野会長が大会会場に来訪したことを報告する。４日に到着し、開会式、懇親会に参加

し、翌朝７：３０から滑って、レースを少し観戦してから帰った。 
    片副会長：不参加団体の理由などを調査する必要がある。 
    上田：アンケートを取る予定。代表者会議で用紙を配ったが、回収できていない状況である。 
    井上監事：参加した協会でも、参加費の全額負担や一部を補助する団体もあり、成績に差がつく

ので、調査する必要がある。 
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    吉岡：現地代表者会議にて配布したアンケートにその項目は盛り込んである。 
    片：川崎の選手で、回転競技の２本目で転倒し、途中棄権をした選手が帰ってから検査した結果

あばら骨を骨折していたことを事後報告する。本人は自己責任なので、自分の保険で治療

すると言っていることを併せて報告する。 
   ③第６９回神奈川県スキー選手権（技術系種目）兼第１２回神奈川県ジュニアスキー大会第２戦 
    ３月１１日～１３日 上越国際スキー場 派遣役員１０名 参加者３３６名（予定） 
   ④第９回チャレンジＣＵＰ第２戦 鹿沢大会兼第１２回クラブ対抗アルペン競技会 
    ４月１日～３日 鹿沢スノーエリア 派遣役員１１名 参加選手募集中 
   ⑤ＳＢジュニア世界選手権大会日本代表選手 
    本多 未沙（スノーヴァ溝ノ口 Ｒ－２４６） 
 
 （２）審議事項 
    なし 
 
 ３）総務本部 
 （１）報告事項 
   ①慶弔関係 なし 
   ②資金運用状況 
    金子理事から、別添資料のとおり報告があり、昨年比７００万円減となっているが原因としては

賛助会費などが未納となっている等があるが、精査したいとのことで、了承された。 
   ③登録状況 
    本田理事から、別添資料のとおり報告があり、上田専務理事から、会員減が止まったと思われる

数値であり、各理事も会員登録増について、今一度努力されたいとの要請があり、了承された。 
    金子理事より、ＳＡＪから今年度未登録の昨年度登録会員・指導員のリストが届いた。その内容

を各協会に連絡したいとの報告があり、了承された。 
    山田副会長から、団体登録が昨年比で１０クラブ少ないとの指摘があり、本田理事から未登録と

なっているクラブがあり、現在連絡中との報告があった。 
    片副会長から、会員総数の回復は、喜ばしい状況であり、優良なクラブにはお礼を言いたい。 
   ④各種委員会 

イ）電子申込委員会 
     金子理事から、前回から更に競技本部で１件不具合が発生したが、解決した。ともかく今回の一

連の不具合について報告書を作成させているので、理事会でそれを見て判断を仰ぎたいとの報告

があった。 
   ロ）ＨＣ委員会 
     国島理事から、五竜行事に向け、３月８日に委員会開催、１５日作業部会開催予定との報告があ

り、了承された。 
   ハ）普及振興委員会 
     青木理事から、別添資料のとおり２／１８～２０のジュニア雪とふれあい行事で、参加児童の受

傷事故があったが、問題なく推移しているとの報告があり、了承された。 
   二）広報委員会 
     青木理事から、３月２３日広報委員会開催予定の報告があり、了承された。 
   ⑤その他 
    次の事項について、徳本総務本部長から報告があり、了承された。 
   イ）県体協の新評議員「ＳＡＫ山田力副会長」推薦書提出 
   ロ）県体協への寄稿文提出 
   ハ）規約・規程委員会 ３月１６日開催予定 
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   二）平成２３～２４年度評議員推薦依頼を３月中旬発送予定 
   ホ）第２４回春季評議員会資料作成日程 別紙配布参照 
     上田専務理事から、第１６１回理事会の後、次年度予算のガイドラインを提示する。それに沿

って予算計上されたい旨の発言があり、片副会長から、専務理事が執行方針を定めるには、おお

むねの前年度決算数字が必要なので、各事業担当は速やかに事業報告を提出されたいとの発言が

あり、了承された。 
   へ）１９８４年テクニカルプライズ合格者の合格証発行の件 「阿部一三氏」 
     金子理事から、ＳＡＫだより等に記録がない。当時のクラブ代表者の吉岡氏に確認したところ、

「前年に準指トップで合格した方で、間違いない。」との回答があったとの報告があり、片副会

長から、２７年前に、確かにそういう人がいたとの発言があり、発行する方向で了承された。 
   ト）本年度協賛会員について 
     本田理事から、現在会費未納の会員に対して、会費納入請求書を発送したとの報告があった。 
   チ）指導員資格の復活申請について 
     片副会長から、鎌倉スキー協会に所属していた人からの指導員資格復活請求があったが、外国

に行っていて不在の期間について、５年分の研修会費を納入することを条件として提示したが、

折り合いがつかない状況にあるとの報告があり、金子理事から先日、鎌倉スキー協会の水島氏及

び登録担当者に研修会費納入の件につき２月上旬に書面を送ったとの発言があり、研修会費の納

入がなければ、資格復活は行わない報告で了承された。 
本件に対して、木村教育本部長から、都連との話し合いで５回分の研修会費の納入で復活させ

るとの基本ルールがある。上田専務理事から、神奈川は研修会費が前納になっているので、５回

分を払い込まなければいけないということになる。払わないで復活できれば、誰も研修会費納付

しない。５年というのも救済制度という意味合いである等の発言があった。 
 
 （２）審議事項 
   ①新公益法人移行の税理士事務所選定について 
    上田専務理事より、別添資料裏面の「新公益法人移行の税理士事務所選定比較表」に基づき、常

務会での選考経過が報告、提案がなされ、以下の発言の後、承認された。 
上田：移行と会計処理は分離して考える。 
山田副会長：常務会で各事務所のプレゼンを見た。総合的に朝日が良かったという判断だ。 
片副会長：朝日が最も説得力があり、パワーを感じた。横浜に所在することも今後の資料作成等

を考えると有利。経験も豊かだ。 
井上監事：申請窓口の県も詳細は分かっていない。多くの経験のある法人がよい。 
山田：移行期間は圧倒的に朝日税理士法人が早い。 

   ②指導員資格停止解除申請規程の制定について 
    金子理事より、別添「指導員資格停止解除規程（案）」及び裏面「公認スキー指導員資格停止解除

規程対象者 ケーススタディ」のとおり説明、提案がなされ、次の意見を付して承認された。 
    片副会長：判断に迷うケースについては理事会において決定するという条文を設ける必要がある。 
    上田専務理事：資格喪失は、ＳＡＪの理事会での承認事項なので、事実上、２年以上の資格停止

の継続が資格喪失となっている。 
    森本理事：検定員についても同じことが言える。研修期間が空いているケースは、来年も継続し

て研修受講を推奨して、救済措置としている。 
    片：スノーボードは、どうか。 
    小池理事：ボードの復活要請、今まで例がない。 
    上田：検定員及びスノーボード指導員も資格停止解除規程の対象としたい。 
   ③賛助会員規程の制定について 
    金子理事より、別添「賛助会員規程（案）」のとおり提案がなされ、承認された。 
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   ④協賛会員規程の改訂について 
    金子理事より、別添「協賛会員規程」改定比較表のとおり提案がなされ、改訂案４条と５条を入

れ換え、４条の「、別表とし」を削除、５条の「○○株式会社」を「協賛会員」に改めた上で承認

された。 
   ⑤専門委員の追加承認いついて 
    金子理事より、規約規程委員に「鎌田 芳明」（川崎）追加したいとの提案があり、承認された。 
 
 （３）その他 
   ①来年度のスキー技術選会場変更（戸隠）について 
    清水常務理事より、別添資料のとおり、戸隠スキー場関係者との折衝実施について説明及び提案

があり、以下の質疑の後、戸隠スキー場を選択肢の第１候補として、県スキー技術選手権の会場を

変更することについて承認され、会場及び日程について更に検討を進めることとした。 
   ・上田専務理事：常務会で会場変更については了承を得ている。会場の有力候補地として戸隠スキ

ー場が挙げられているということ。 
   ・片副会長：会場変更の決定を理事会でしないと、今後会場選考等で動けない。相手先として戸隠

は受け入れ可能との感触を得ている。まだ、これから詰めていくことは多いが、車山もただ行事開

催を無くしてしまうのは失礼なので、代表、副代表、パトロールには仮に了承を頂いてきた。今後、

会長を同伴して挨拶をする意向だ。アンケートの結果や事故が多発した経緯もある。 
   ・木村教育本部長：第１候補は戸隠で決定をしてほしい。千葉県連もそれで検討を開始している。 
   ・吉野理事：会場変更はいいが、日程的に１月第３週は国体の県予選会とぶつかっている。日体協

の推薦システムが複雑で、これ以上予選会の日程を後ろへずらすことはできない。有力選手はかな

り双方でダブっているので、配慮が必要だと思う。 
   ・木村：教育も同じ意見だ。 
   ・片：協賛金の詰めもある。会場変更は承認されたが、神奈川県連が車山から全て撤退するという

噂が流れており、技術選だけの変更だと説明しなければいけない。 
   ・森本理事：戸隠の松野氏は、戸隠の宿舎会の役員も務めているので、日程の意見は宿舎会の意向

も含んでいると思う。 
   ・木村：競技本部の意見も取り入れて、部会で協議したい。市町村対抗と準指検定会の日程も含め

検討したい。 
   ・山田副会長：移るにしても、良好な関係を保っていかなければいけない。 
 
 ２）監事意見 
   内海監事から、３月２３日（水）にプレ監査を行うので、忙しい時期だが事業報告書、預金通帳等

を監査するので、必ず精算を済まして提出してほしいとの発言があった。 
 
    

議事の最後に片副会長から盛りだくさんの内容だったが、時間内に議事終了できました。円滑な議

事運営に協力頂きありがとうございましたとの閉会の挨拶があった。 
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 以上、この議事録が正確であることを証明するため、議事録署名人、下記により署名する。 
 
   平成２３年 ３月 ２３日 
 
 
                    議    長                 印 
 
 
 
                    議事録署名人                 印 
 
 
 
                    議事録署名人                 印 


